
、

園田.，
f



④ 
グ
美
し
い
緑
と
水
に
固
ま
れ
た

健
康
的
で
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
d

施
設
へ
の
改
普

関
連
セ
ク
ン
ヲ
ン
と
の
連
携
に
よ

る
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
の
有
効
利

用
の
た
め
の
指
針
策
定

(3) 

医

療
(
基
本
方
針
)

(病
院
)

成
熟
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
医
療
制

度
を
構
築
す
る
。

・
保
健

・
医
療

・
福
祉
の
有
機
的
連

携
に
よ
る
セ
ル
フ
ケ
ア
速
動
を

柑
逃
す
る
。

・
町
内
貸
務

-
町
民
的
理
解
と
自
覚

に
基
づ
く
適
正
な
病
院
経
営
を
図

る
。

(
国
民
健
康
保
険
事
業
)

・
国
民
健
康
保
険
卒
業
の
健
全
運
営

の
二
元
製
紫
で
あ
る
医
療
質
的
過

正
化
と
保
険
税
の
適
正
雄
保
を
図

る
た
め
、
多
受
診
者

・
重
複
受
診

者
向
抑
制
と
保
険
税
の
収
納
率
向

上
促
進
を
図
る
。

(忠
者
輸
送
)

。
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
輸
送
休

系
的
陣
立

施
策
の
内
等

①
現
在
推
進
中
内
事
業

・
施
策

(
病
院
)

・
疾
病
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る
診

療
科
目
の
充
実

・
医
療
の
質
的
向
上
と
出
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
円
強
化

• • 
-
高
度
医
療
機
械
の
設
置
に
よ
る
近

代
医
療
体
制
の
襲
備
促
進

救
急
医
療
体
制
的
強
化

-
経
質
節
減
等
経
常
改
普
内
推
進

(国
民
健
康
保
険
事
業
)

受
診
状
況
を
周
知
さ
せ
る
た
め
、

医
療
給
付
明
細
内
発
行

納
税
意
欲
の
高
協
の
た
め
広
報

広
聴
活
動

診
療
報
酬
明
細
住
の
内
部
出
検

(忠
者
輸
送
)

一
地
域
に
応
じ
て
運
行
日
を
設
定
、

輸
送
体
制
的
確
立

へ
き
地
医
療
体
制
的
雌
立

②
今
後
必
裂
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
容

(
病
院
)

。
診
療
因
調
査
に
よ
る
地
域
特
性
の

把
躍
と
第

一
次
医
療
機
関
と
し
て

内
国
保
病
院
の
役
割
機
能
規

模
の
見
直
し

・
他
医
療
機
関
と
の
提
携
に
よ
る
地

今
金
町
新
総
合
計
画
基
本
構
想

ま
ち
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
の
今
月
号
で
は
、
健
康
で
ゆ
と
り
あ
る

暮
ら
し
を
保
障
す
る
、
町
民
が
っ
く
り
ニ
+
一
世
紀
の
今
金
町
に
つ
い
て

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ニ
の
計
画
に
関
す
る
ご
意
見
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
言
が
あ
り

ま
し
た
ら
企
菌
調
整
課
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

第
四
編
健
康
で
ゆ
と
り
あ
る

暮
ら
し
を
保
障
す
る

第
一
章

「
セ
ル
フ
・
ケ
ア
」
意
識
の

定
着
を
目
指
す
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実

)
 

1
 

(
 
保

健
(
基
本
方
針
)

町
民
が
健
康
で
盟
か
な
生
活
を
送

る
こ
と
を
目
標
に
、
医
療
機
関
や

福
祉
関
係
機
関
と
連
携
し
、
町
民

的
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
.

訪
問
指
導
や
地
区
活
動
と
の
述
嫌

に
よ
っ
て
病
気
の
予
防
、

早
期
発

見
治
療
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ
ア

域
医
療
提
供
の
ネ
y
ト
ワ

1
7
づ

り
包
括
医
療
ン
ス
テ
ム
の
推
進
へ
の

対
応

間
齢
者
福
祉
と
連
携
し
た
老
人
保

地
施
設
の
検
討

・
健
康
管
理
、
病
気
予
防
等
の
セ
ル

フ
・
ケ
ア
卒
業
へ
の
参
加

経
営
ン
ュ
ミ
レ
ー
ン
ョ
ン
の
活
用

に
よ
る
経
営
判
断
と
未
来
適
応
に

活
動
を
強
化
す
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
事
業

・
施
策

・
訪
問
指
導
的
強
化
に
よ
る
健
康
意

識
、
健
康
管
理
の
充
実

家
族
ぐ
る
み
参
加
で
き
る
行
事
計

図
的
樹
立

剖
図
的
健
康
相
談
内
笑
施

・
保
健
リ
ダ
育
成
に
よ
る
保
健
事

• • 
よ
る
健
全
経
営
の
確
立

(国
民
健
康
保
険
事
業
)

多
受
診
者
及
び
重
複
受
診
者
向
抑

止
巾保

健
活
動
的
強
化
に
よ
る
早
期
治

療
の
促
進

(山血
者
輸
送
)

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
輸
送
体

系
的
確
立

第
二
章
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
保
障
す
る
生
活
福
祉
体
制
の
確
立

)
 

1
 

(
 
高
齢
者
福
祉
(
基
本
方
針
)

。
y
ル
パ

l
ひ
や
ま
。
構
想
に
基

づ
き
、
ン
ル
パ

l
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
具

す

体
化
を
進
的
、
日
齢
者
が
地
域
社
会

必

町
中
で
抑
怖
か
〈
、
ふ
れ
あ
い
を
も
ち

L
 

て

な
が
ら
健
康
的
な
生
柄
を
JH
む
こ
と

ι
引
が
で
き
る
条
件
強
備
を
す
る
。
こ
れ

行

に
よ
っ
て
就
労
機
会
的
確
保
、

学
習

活
動
や
社
会
参
加
の
促
進
、
保
健
活

動
や
医
療
サ
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
。

ま
た
、
寝
た
き
り
老
人
や
痴
ほ
う
性

老
人
な
ど
援
助
を
裂
す
る
間
齢
者
や

そ
の
家
族
に
対
し
て
は
、
夜
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
町
卒
業

・
施
策

学
習
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
‘
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
社
会
的
活
動

へ
の
参
加
推
進

-
老
人
ク
ラ
ブ
運
営
育
成
事
業
日

齢
者
ス
ポ
ソ
大
会
事
業

・
独
居
老
人
世
帝
へ
の
家
庭
奉
仕
員

派
遣
、
給
食
、
入
浴
、
公
衆
浴
場

無
料
開
放
、
安
心
包
括
設
也
事
業
、

老
人
世
却
の
除
包
、
福
祉
灯
油
支

給
等

.
敬
老
会

老
人
手
当
支
給

老
人
短
期
保
護
事
業

・
老
人
健
康
保
持
増
進
事
業

間
齢
者
事
業
団
経
営
育
成
事
業

②
今
後
必
裂
と
さ
れ
る
施
策
事
業

内
谷

・
高
齢
者
が
安
全
で
快
適
な
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
構
想
に
基

づ
く
住
宅
や
老
人
福
祉
即
日
な
ど
の

悶
齢
者
住
宅
団
地
を
往
股
し
、
間

齢
者
向
生
産
活
動
と
地
域
交
流
広

業
推
進
の
円
滑
化

・
地
域
活
動
と
の
連
携
強
化

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
鎖

。
事
業

内
容

。
疾
病
的
早
期
発
見
早
期
治
療
の

た
め
の
保
健
祁
進
貝
に
よ
る
健
康

管
理
的
強
化

食
生
活
的
改
普
や
職
業
病
の
分
析

に
よ
る
成
人
病
の
予
防
、
発
病
者

の
健
康
管
理

保
健
椛
進
只
的
資
質
の
向
上

健出版
づ
く
り
推
進
活
動
施
設
の
建

設
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

7
7
プ
ラ

ザ
ピ
リ
カ
の
広
域
的
活
用
計
画
の

策
定

・
医
療
機
関
と
の
迎
抽
出
強
化

1
 

2
 

〔

臼

福
利
厚
生
(
基
本
方
針
)

-
町
民
の
福
利
厚
生
施
設
の
改
善

・
7
7
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
を
町
民
の
福

利
厚
生
に
資
す
る
た
め
に
生
涯
学

習
、
出
齢
者
福
祉
、
保
健
衛
生

な
ど
と
の
述
州
市
に
よ
り
有
効
活
用

を
図
る
。

・
7
7
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
の
利
用
促
進

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
卒
業

・
施
策

・
7
7
プ
ラ
ザ
ピ
サ
カ
の
建
設

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
事
業

内
容

阿
川
温
泉
休
憩
所
の
ゆ
と
り
あ
る

場
等
を
建
設
す
る

0

・
福
利
厚
生
、
保
健
、
生
涯
学
習
を

ど
と
連
燐
し
高
齢
者
向
心
身
内
健

康
増
進
、
就
業
機
会
的
鎚
供
を
す

る
.

高
齢
者
向
健
康
づ
く
り
、
就
業
の

機
会
提
供
な
ど

7
7
プ
ラ
ザ
ピ
リ

カ
の
有
効
活
用
の
た
め
の
施
策
づ

く
り

在
宅
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

建
設

ロ
働
者
事
業
団
都
業
所
の
建
設

日

児
童
福
祉
(
基
本
方
針
)

次
代
的
担
い
手
と
な
る
児
童
を
健

全
に
育
成
す
る
た
め
に
、
児
童
福

祉
桝
印
刷
ゆ
を
徹
底
的
に
普
及
さ
せ
、

明
る
い
盟
か
な
澱
焼
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

地
域
の
突
態
に
応
じ
た
適
切
な
保子どもより親のハッスルが目立った

今金保育所運動会
( 3 ) 



育
活
動
を
行
う
た
め
、
長
期
的
展

望
に
立

っ
た
保
育
計
画
を
策
定
し

保
育
機
能
的
充
実
を
図
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
何
事
業
施
策

・
児
童
福
祉
思
想
的
普
及

・
啓
発
を

図
る
広
報
活
動
の
実
施

児
童
の
健
全
的
な
育
成
を
図
る
た

め
、
母
性
と
乳
幼
児
向
健
康
診

断
健
康
指
場
な
ど
母
子
保
健
活

動
の
充
実

-
長
期
保
育
計
画
の
策
定
に
基
づ
い

た
へ
き
地
保
育
所
的
統
廃
合

②
今
後
必
裂
と
さ
れ
る
施
鍛

・
事
業

内
容

・
名
様
な
保
育

-一
!
ズ
に
こ
た
え
る

特
別
保
育

(乳
児
保
育
、
延
長
保

育
問
可
)
の
条
件
続
制

保
育
関
係
職
貝
の
研
修
機
会
的
充

実
と
保
育
内
容
の
向
上

(3) 

社
会
保
障
(
基
本
方
針
)

(低
所
得
者
福
祉
)

低
所
得
者
世
帯
の
生
活
向
上
や
経

済
的
自
立
に
資
す
る
制
度
的
な
援

助
の
充
実
を
図
る
。

生
活
保
髄
世
帯
の
個
々
の
築
怖
に

即
し
た
適
切
な
援
助
指
導
を
行
い
、

そ
の
自
立
を
促
進
す
る
。

(
母
子
福
祉
)

・
母
子
家
庭
内
生
活
を
支
え
、
経
済

的
自
立
を
助
長
す
る
た
め
、
母
子

を
官
に
す
る
。

行
政
の
効
率
化
を
推
進
す
る
た
め

に
、
行
政
各
部
門
的
布
機
的
迎
携

を
図
る
と
と
も
に
、
峨
貝
の
意
識

改
革
を
進
め
る
。

胞
策
の
内
申
作

①
現
d
G
仰
進
中
的

事

業

地

策

・
楠
山
ふ
る
さ
と
市
町
村
閤
基
金
事

業庁
舎
内

O
A委
只
会
に
よ
る
屯
判
例

化
促
進

各
部
に
導
入
す
る
事
務
機
な
ど
の

検
討

e

町
政
慰
談
会
の
実
施

広
報
広
聴
活
動
的
充
失

行
政
機
構
内
改
革

②
今
後
必
要
と
き
れ
る
施
策
事
業

内
容

楠
山
ふ
る
さ
と
市
町
村
凶
事
業
向

術
進

電
算
化
事
業
の
促
進

町
政
懇
談
会
の
活
性
化
等
、
町
民

芯
見
の
反
映
の
た
め
の
組
織
の
検

↓
寸
4コ行

政
の
効
率
化
の
た
め
の
方
針
づ

り

(白

財
政
(
基
本
方
針
)

-
自
主
財
源
の
充
災
服
似
と
悩
質
的

経
費
の
節
減
合
理
化

総
合
的
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
、

毘
点
的
・

効
川
市
的
な
郁
業
の
尖

'
品
婦
、
遺
児
一初
制
資
金
を
充
実
さ

せ
、
児
童
扶
後
手
当
を
支
給
す
る
。

・
就
労
促
進
の
た
め
、
職
業
相
談
体

制
や
就
労
に
必
要
な
技
術
講
習
の

充
実
を
図
る
。

(障
害
者
福
祉
)

障
害
者
が
文
化
、
ス
ポ

l
y
、
レ

ク
リ
ェ

l
y
ョ
ン
活
動
を
通
ヒ
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
内
人
々
と

交
流
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
関

連
施
設
の
整
備
や
参
加
機
会
の

拡
大
を
図
る
。

施
鍛
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
事
業

・
施
策

(低
所
得
者
福
祉
)

・
低
所
得
世
帯
の
生
活
向
上
を
図
る

た
め
、
民
生
委
貝
に
よ
る
相
談
体

制
の
充
実
や
柄
祉
資
金
の
貸
し
付

け
を
実
施

(母
子
福
祉
)

相
談
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
母

子

父

子

家

庭

に
対
す
る
民
生
委

貝
を
中
心
と
し
た
巡
回
相
絞
め
充

実

・
母
子
家
庭
の
自
立
を
援
助
す

る
た
め
、
母
子
福
祉
資
金
の
貸
し

付
け
や
生
活
相
談
、
母
子
年
金
、

児
童
扶
養
手
当
的
支
給
等
を
笑
施

(障
害
者
福
祉
)

・
精
薄
更
生
施
設
光
町
星
学
園
に
地

域
交
流
ホ

l
ム
建
設

社
会一
初
制
法
人
光
向
車
学
園
町
施

設
整
備
費
一
部
助
成• • 

施

-
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
対
応
す
る
均
衡
あ
る
財
政
榊
造

的
堅
持

健
全
財
政
を
維
持
す
る
た
め
財
政

計
画
の
策
定

胞
策
の
内
申作

①
現
荘
推
進
中
の
事
業

・
施
策

財
政
計
画
的
策
定

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
・
卒
業

内
容

・
他
企
な
財
政
休
質
へ
の
転
換

経
費
の
節
減
、
合
型
化
と
投
資
的

財
源
的
確
保

E

各
種
手
数
料
、
使
用
料
等
の
泊
正

雌
保

制
助
金
等
の
務
型
合
理
化

・
公
俄
発
行
額
及
び
俄
務
負
担
行
為

的
抑
制。

。

五
月
ガ
か
ら
四
回
に
分
け
て
今
金

町
の
ニ
イ

一
世
紀
を
展
望
し
た
新
総

合
計
画
基
本
構
想
を
探

っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
理
解
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

、「J
A
Mい

く
ら
計
画
が
立
派
で
あ

っ
て
も

地
域
住
民
的
皆
さ
ん
が
成
り
行
き
を

眺
め
て
い
る
だ
け
の
存
在
で
あ

っ
た

ら
、
必
の
ま
ち
づ
く
つ
は
覚
つ
き
ま

せ
ん
。
ま
ち
全
体
で
安
定
し
た
前
進

を
は
か
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
が
暮
ら

し
易
く
て
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を

悦
む
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
地
域

身
体
障
害
者
向
日
常
生
活
用
具
や

補
装
具
の
給
付

下
肢
、
体
幹
、

ど
第
一
、

視
力
、
心
疾
患
な

二
級
障
害
者
へ
の
タ
ク

y
l利
用
券
発
行

医
療
費
負
担
内
実
施

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
世
帯
へ

町
家
庭
奉
仕
貝
派
逃

心
身
障
害
者
職
親
会
を
中
心
と
す

る
就
労
機
会
の
促
進

②
今
後
必
嬰
と
さ
れ
る
施
策
事
業

内

容

(低
所
得
者
福
祉
)

・
低
所
得
者
に
対
す
る
相
談
、
按
助

活
動
の
強
化
に
よ
る
自
立
と
生
活

意
欲
の
助
長

(母
子
補
制
)

・
母
子
、
拡
姉
、
父
子
家
庭
な
ど
に

対
す
る
奉
仕
員
に
よ
る
家
庭
援
助

の
充
実

(障
害
者
続
祉
)

・
障
害
者
教
育
的
充
築
、
就
労
、
社

会
参
加
促
進
に
よ
る
障
害
者
の
自

立
援
助
的
強
化

第
五
編

町
民
ガ
つ
く
る
二
十
一
世
紀
の
舎
金
町

第
一
章
町
民
参
加
型

町
、つ
く
り
の
展
開

)
 

1
 

(
 
町
民
参
加
(
基
本
方
針
)

の
お
互
い
が
、
大
き
な
目
牒
に
向
か

う
努
力
が
必
裂
で
す
。

住
む
人
た
ち
が
誇
り
を
も
ち
‘
そ

し
て
後
世
に

「
立
派
な
ふ
る
さ
と
今

金
町
L

を
残
す
た
め
に
、
多
く
の
怨

-
町
づ
く
り
は
町
民
の
総
意
に
基
づ

い
て
、
町
民
の
手
に
よ
っ
て
進
め

る
と
い
う
基
本
に
立
っ
た
町
民
参

加
型
行
政
を
推
進
す
る
。

自
ら
考
え
自
ら
行
、
フ
地
域
づ
く
り

の
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

ゆ

施
策
の
内
容

J
U

①
現
在
抑
進
中
の
卒
業
施
策

合

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
展
開

鵬

町
政
懇
談
会
の
開
催

に

各
般
審
議
会
等
へ
の
町
民
的
参
加

山

・
各
一
般
広
報

・
広
聴
活
動
向
築
地

腿

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
卒
業

、
冷

内
容

べ司
制

・
町
政
懇
談
会
、
審
議
会
等

へ
の
背

話

年
階
的
参
加
機
会
的
拡
大
と
参
加

奨
励

• • 
設
的
な
意
見
や
い
ろ
い
ろ
な
形
で
、

ま
ち
づ
く
り
に
大

い
に
参
画
す
る
な

ど

「
ま
ち

f
る
み
で
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
日
出
向
生
活
の
中
で
実
践
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

七
JJ 

日
付
で
町
職
員
の
人
事
異
動

七
月

一
日
付
で
、
町
職
只
町
人
事

典
動
的
発
令
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(

)

は
前
職
。

マ
総
務
机

一課
長
補
佐

(商
工
観

自
国

壮
二

光
課
長
補
佐
)

官
財
係
長

(職
只
厚
古
村
教
町
民

生
係
長
級
選
挙
刊
行
政
委
只
会
由
紀
)

机
只
厚
生
係
長
新
選
挙
代
理
委
只
会

誌
記

(国
保
病
院

藤

田

民

兇

経
理
係
長
)

財
政
係

(良

林

税

良

吉

本

彰

政
係
)

マ
町
史
編
纂
室

室
長
(
教
育
委
貝
会

今

野

佑

品
川
百
理
課
長
)

マ
企
図
制
強
制
出

謀
長

(総
務

課

長

補

柿

木

弘

ヰ

佐
)

企
画
調
整
係
長

(耕

伊

藤

地
開
発
楳
成
業
開
発
係
長
)

マ
税
務
課

謀
長

(建
設
課
長
)

坪
田

徴
収
係
長

(教

育

委

沢

谷

員
会
科
口
町
一謀
総
務
係
長
)

οら

住
民
税
係
(
総
務
謀

総
務
係
)

マ
町
民
恒
松
諜

衛
生
係

(教

育

安

只

賄

戸

会
科
町
一梨
学
校
教
育
係
)

V
良
林
諜

課
長

(教
育
委
貝
会
久
保
田
庄

一

社
会
教
育
課
長
)

謀
長
補
佐
兼
州民

業

保

稲

船

昭

純

興
係
長
(
企
画
調
務
諜
主
幹
)

マ
商
工
観
光
課

課
長
補
佐

(必

林

誕

相

師
即
時
夫

長
補
佐
北
川同
業
娠
興
係
長
)

商
工
観
光
係
長

(企

長

崎

健

司

画
調
整
楳
企
画
調
整
係
長
)

商
工
観
光
係

(町

民

中

里

英

明

日
制
制
措
術
生
係
)

マ
挫
設
諜

謀
長

(税

務

課

長

)

川

島

謀
長
補
佐
兼
用
地
係

杉
内

長

(川
地
係
長
)

王
幹
(
建
設
係
長
)

沌
本

マ
耕
地
開
発
抹

土
地
改
良
係
長
兼
務

(課
長
)

住
吉

有
隆

芳
博

?IJt 
i旦

-
町
政
懇
談
会
の
活
性
化
等
町
民
意

見
向
反
映
の
た
め
の
組
織
の
検
討

.
若
年
岡
山
の
意
見
を
行
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
組
織
づ
く
り

〕4
 

〔

第
二
章
時
代
の
要
請
に

こ
た
え
た
行
政

・
財
政

)
 

1
 

(
 

政
(
基
本
方
針
)

行

楠
山
ふ
る
さ
と
市
町
村
閤
に
お
け

る
創
造
的

・
戦
略
的
な
振
興
蜂
備

を
図
る
。

E

町
民
の
ニ

l
ズ
に
こ
た
え
る
行
政

機
構
の
改
革

屯
鈎
化
促
進
に
よ
り
事
務
処
刑
祉
を

効
率
化
し
、
住
民
サ
ピ
ス
の
向

上
を
図
る
。

町
民
意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
、
町
政
懇
談
会
な
ど
を
更

に
発
展
さ
せ
、
町
と
町
民
的
連
絡

ì~子

農
業
開
発
係
長

(水

道
脱
水
道
係
長
)

マ
水
道
課

水
道
係
長

(耕

地

閉

伊

藤

発
諜
土
地
改
良
係
長
)

マ
国
保
病
院

経
理
係
長

(商

工

観

的

水

光
課
商
工
観
光
係
長
)

マ
議
会
事
務
局

事
務
局
長

(成
業
委

只
会
耶
務
局
長
)

事
務
局
次
長

(主
幹

守
内
刷
業
委
只
会

事
務
局
長

(事
務
局

次
長
)

事
務
局
次
長

(総
務

諜
管
財
係
長
)

燥
地
係
長

(税
務
剤
師

徴
収
係
長
)

マ
教
育
委
只
会

管
理
課
長

(農
林
諜

長
)

総
務
係
長

(民
業
委

只
会
内
同
地
係
長
)

学
校
教
育
係

(総
務

諜
財
政
係
)

相
会
教
行
総
長

(企

問
問
的
党
総
長
)

給
食
セ
ン
タ
ー
長

(

町
史
編
纂
室
長
)

義

笠
原

品井ヲt
広~l: 

佐
々
木
梢
美

)，}! 
叫
山 a

森

也
雄

下
111 

克
if:i 

平
即

Ei 
美

相
IJI 

~j二

?J3i 
i旦

fJi. 

il車
Jj;-( 

リL

秀紀
次手1¥

!勝
L1I 

英

敏

量告
木

静
じ

炉
心

隆
司

岸
本

吋.
x吃

〕5
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第
十
二
回
明
日
の
今
金
を
語
る
懇
談
会

『町
長
と
語

zu夢
、
ビ
シ
ヨ
シ
舎
盆
』

町
背
年
会
議
主
催
の

「
町
長
と
諮

る
夢
ビ
ジ
ョ
ン
今
金
」
が
七
川
二
日

午
後
一
時
か
ら
役
場
会
議
室
で
他
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
長
と
背
年
内
代
表
が
、

こ
れ
か
ら
の
今
金
に
つ
い
て
の
懇
談

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
行
年

た
ち
が
町
民
の

一
人
と
し
て
、
町
づ

く
り
や
人
づ
く
り
に
ど
う
か
か
わ
っ

て
い
〈
か
を
考
え
る
機
会
に
し
よ
う

と
の
ね
ら
い
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

毎
年
一
回
.
時
期
や
テ

l
?
を
選
ん

で
開
催
し
、
今
年
で
十

二
回
目
で
す
。

こ
の
目
は
河
村
附
邪

背
年
会
談
会
長
、
仁
木

別
事
務
局
長
ら
五
人
が

出
席
し
て
①
函
際
交
流

事
業
の
推
進
②
過
疎
化
、

人
口
減
少
に
対
す
る
方

策
③
働
く
女
性
と
子
育

て
な
ど
に
つ
い
て
村
本

町
長
か
ら
当
面
の
考
え

方
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

町
長
は
口
問

「本
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

総
合
計
画
十
ヵ
年
を
基

本
に
据
え
、
時
代
の
流

れ
に
見
合

っ
て
修
正
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
」
と
前
世
き
を
し
て
、
町

内
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
に
ウ

ェ
ー
ト
を
置
き
、
農
業
人
口
を
こ
れ

以
上
減
ら
さ
な
い
逃
を
見
い
だ
し
た

い
と
述
べ

、
ま
た
、
廉
価
な
土
地
の

供
給
、
英
利
河
を
中
心
と
し
た
観
光

開
発
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
、
若
者
に

魅
力
の
あ
る
企
業
の
誘
致
、
道
立
養

地
学
校

(同
等
部
)
の
携
致
、

三
人

自
の
出
産
祝
い
金
の
厚
遇
助
成
及
び

花
嫁
対
鎖
的
強
化
な
ど
を
進
め
て
い

わ
ゆ義意有んへL

 
た

帽。
あの味

a

中高
uたE

しで問
た

時
し

い
で

か
談

短
惣

( . • 

短冊に子供たちがいろいろなお願いを書いて

飾っていま Lた

〈

を
開
催

町
内
窓
口
が
は

っ
き
り
し
な
い
国

際
交
流
に
つ
い
て
は
、
実
効
の
あ
が

る
箇
所
に
位
置
付
け
を
す
る
よ
う
に

内
部
検
討
を
す
る
。
季
節
保
育
所
内

運
営
に
つ
い
て
は

一
考
を
要
す
る
。

働
く
女
性
が
活
問
で
き
る
よ
う
条
件

務
備
に
つ
い
て
お
互
い
に
知
恋
を
出

し
合

い
た
い
と
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

町
を
代
表
す
る
守
年
と
の
車
直
な

話
し
合
い
は
.
と
も
に
巧
之
、
と
も
に

つ
く
る
町
づ
く
り
。
を
進
め
る
村
本

町
長
に
と

っ
て
、
大
変
意
義
の
あ
る

話
し
合
い
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

安
全
確
認

グ
と
ま
ろ
う
4

の

足
型
を
歩
道

標

示

幼稚園こぐま
クラブ今

金
幼
稚
園
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
(
部

員
六
名
)
で
は
、
年
間
を
過
し
て
閏

た
ん

す
い

試
験
湛
水
で

性
は
ほ
ぼ
綿
一
隠
さ
れ
ま
し
た
。

英
利
河
ダ
ム
管
理
事
務
所
で
は
、

来
年
四
月
か
ら
本
格
的
に
機
能
さ
せ

る
た
め
、
終
日
の
紘
秘
体
制
を
と

っ

て
、
気
象
状
況
の
変
化
や
ダ
ム
に
異

常
が
生
じ
な
い
か
を
院
秘
し
て
い
ま

一。
4
9
 

1
 

6
 

〔

美利河ダム

安

全

性

を

司冒圃 置圃『門戸':=J....-:J::::J=:t=:! 

確

認

美
利
河
ダ
ム
は
、
平
成
三
年
度
中

は
貯
水
し
な
が
ら
、
ダ
ム
円
安
全
偵

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

二
月
二
十
八
日
に
川
水
を
開
始
し
、

五
月
中
旬
に
は
最
高
水
位
に
達
し
、

現
在
は
ダ
ム
運
則
上
の
最
低
水
位
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
附
水

位
の
変
化
の
な
か
で
、
ダ
ム
の
安
全

事子児i共に
た 交
ち通
を安
輪全
禍啓
か発
ら
守指
っと草
てを
いし
まて

交通安全を願い、一つひとってい
ねいに仕上げられていま Lた

す
。同

7
ラ
ブ
で
は
そ
の
一
環
と
し
て
、

七
月
十
二
日
朝
か
ら
四
時
間
を
か
け

て
、
市
街
地
内
町
道
道
道
及
び
国

道
十
六
箇
所
的
交
差
点
の
横
断
歩
道

手
前
六
十
四
地
占
に
H

と
ま
ろ
う
ゆ

の
標
語
を
あ
し
ら

っ
た
、
小
さ
な
か

わ
い
い
足
型
を
朱
色
町
ス
プ
レ
ー
ペ

ン
キ
と
型
枠
を
使
っ
て
歩
道
に
く
っ

き
り
鮮
や
か
に
型
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

横
断
ホ
ザ
巡
を
通
行
す
る
子
供
た
ち

に、

一
時
停
止
と
安
全
確
認
の
注
芯

を
ひ
い
て
い
ま
す
.

"乾杯。ビールが飛ぶように売れていました

七年
5)に
まー
コ慶
りの

を
楽
し

む

二れはめずら Lぃ ?声による狩場太敵(商工青年部)

• • --.~ムに

ーーー
まつりに金魚すくいはっきもの

お化け大会/
ピック リLたあとは
ピース

ゃっ(iり、

浴衣姿で踊りも披露されていました(末広町婦人会)



今
金
町
保
健
推
進
貝
協
議
会

衛
生
委
貝
会
な
ど
の
共
催
に
よ
る

「今
金
町
健
康
ま
つ
り
し
が
七
月
三

目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、

健
康
に
関
す
る
相
談
、
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
勉
強
す
る
こ
と
等
を
狙
い

に
、
本
年
で
三
回
自
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
日
は
遠
距
離
の
方
の

た
め
に
送
迎
の
パ
ス
が
で
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
お
年
寄
り
を
中
心
に
約
三

百
名
町
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
加
藤
保
さ
ん
の

「
私
の

健
康
観
」
に
つ
い
て
の
体
験
発
表
や
、

グ
ル
ー
プ
活
動
発
表
と
し
て
今
金
食

生
活
改
普
グ
ル
ー
プ
、
鈴
岡
婦
人
会
、

白
石
老
人

7
ラ
ブ
の
活
動
例
が
各
々

発
表
さ
れ
、
感
心
を
呼
ん
で
い
ま
し

た
。
引
き
続
き
町
立
病
院
の
楯
秀
貞

先
生
の
前
出
寸
成
人
病
か
ら
身
を
守

る
L

で
は
、
日
常
生
活
の
注
意
占
な

ど
の
お
話
し
に
、
大
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ

い
に
集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち
は
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は

「誰
に
で
も
で
き
る

第
三
国
健
康
ま
つ
り

多
催
な
催
し
に

大
勢
の
人
が
参
加

多
発
す
る
交
通
事
故
に
歯
止
め
を

か
け
よ
う
と
、
柏
山
管
内
の
青
年
で

組
織
さ
れ
た
、
て
ん
と
う
虫
作
戦
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
の
一
行
五
名
が
七
月
凶

‘・
‘ 一ー司ー同調ー圃圃珊ーー・.....""孟

貴重な体験発表やグループ活動も発表されまLた

まにをもを掛IJ コ まをンて胡 中
し対チら受定 l一 L かしも固
たすエいけ、ナ方たきのでの

る y 、、 血 l 、 。な実き健

型 ! ク そ カ 械 で 診 が 技 る J3ft
解 す れ | は断 ら指レ体
度るぞド税、、 取導 7 操
をなれにカ血測 りカずリ L

深どの記検圧定 組あ エ と
的、健入査、、 んり ，
て健康しな体相 で、シ誰
い康度てどカ談 い汗ヨに

• • 
れ

読
み
上
げ
て
町
助
役
に
伝
達
。

に
対
し
て
町
助
役
か
ら
激
励
の
こ
と

ば
が
矧
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

同
隊
は
、
引
き
続
き
役
場
前
国
道

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

て
ん
と
う
虫
作
戦

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来
町

目
、
黄
色
町
ン
ン
ポ
ル
カ
ラ
!
の
ジ

ャ
ン
パ

ー
姿
で
来
町
し
ま
し
た
。

役
場
庁
舎
前
に
お
い
て
町
職
員
及

び
交
通
安
全
関
係
者
が
大
勢
見
守
る

中
、
代
表
者
が
知
事
メ

y
セ
l
ジ
を

日
常
生
活
の

体
験
等
を

少年の主張
桧山大会

意
見
発
表

道
青
少
年
育
成
協
会
主
恨
の
平
成

三
年
度
少
年
の
主
張
柏
山
支
庁
地
区

大
会
が
七
月
十
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ル
で
管
内
十
町
の
代
表
男
女

二
十
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

今
金
中
生
徒
や
父
母
ら
約
三
盲
人

が
聴
き
入
る
会
場
で
二
十
名
の
代
表

で
、
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
等
に
、

安
全
運
転
と
ン

l
ト
ベ
ル
ト
の
正
し

い
活
用
及
び
日
中
の
ラ
イ
ト
点
灯

(て
ん
と
う
虫
作
戦
)
を
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。

が
幅
広
い
テ

7

で
、
中
学
生
ら
し

い
感
性
で
堂
々
と
芯
見
を
発
表
し
ま

し
た
。

当
町
か
ら
も
、
一
年
生
の
内
ヶ
島

彩
子
さ
ん
が
「
し
て
は
な
ら
な
い
私
の

体
験
」
、
二
年
生
の
奥
田
文
乃
さ
んが

「嫌
わ
れ
る
仕
事
に
つ
い
て
」
と
題

日
ご
ろ
の

肥
育
ぶ
り
や

第28園今金町
畜産共進会

体

位

を

競

つ

今
金
町
畜
産
共
進
会
主
催
の
第
二

寸
八
回
高
産
共
進
会
が
、
七
月
十
七

日
家
畜
市
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
中
山
町
と

親
子
で

各

競

技

に

今金保育所
大運動会

ノ、

ツ
ス
ル

今
金
保
育
所
の
か
わ
い
い
大
運
動

会
が
七
月
十
四
目
、
同
美
公
園
グ
ラ

ン
ド
で
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
是
好
円
運
動
会
日
よ
り

し
て
二
名
の
発
表
が
あ
り
、
惜
し
く

も
入
υ
U
は
逃
し
ま
し
た
が
、
各
々
立

派
な
発
表
に
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。

み
ん
な
元
気

~， 

つ

ぱ

ん回廟
-
A岡島ケ内ヲ

@す相

「

大
き
く
育
て
ふ
れ
あ
い
の
輪
」

耐

を
テ
!
?
に
、
光
の
里
学
園
の
運
動

初

会
が
七
月
七
目
、
同
学
図
グ
ラ
ン
ド

記

で
賑
や
か
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

光の星学園
運動会

走
り
・
踊
る

な
り
ま
し
た
が
、
乳
用
牛
四
十
七
頭
、

肉
用
牛
三
十
九
頭
、
馬
十
四
頭
の
出

陳
が
あ
り
、
手
塩
に
か
け
て
育
て
た

肥
育
よ
り
や
体
位
、
体
格
な
ど
を
競

い
合
っ
て
お
り
ま
し
た
。

各
部
門
内
最
高
位
は
次
町
通
り
で

し
た
。

〈〉
乳
用
牛
マ
未
経
産
の
部
ナ
カ
ノ

エ
ム
ビ

l
ピ
1
7
リ
ナ
l
ウ
ォ

l
デ

ン

(神
丘

・
中
野
貞
雄
〆
)
マ
経
産

の
部
ハ
ソ
ピ

l
へ
イ
ブ
ン
ア
ー
ル

ジ
ェ
ニ

l
ウ
ォ

l
デ
ン

(鈴
岡

・
白

岩
正
美
〆
)
〈
〉
肉
用
牛
マ
未
経
産
の

部

り

き

と

4
の
3

(金
原

荒

川

力
蔵
さ
ん)

マ
経
底
的
部

2
か
み
た

な
か

(金
原

・
諸
戸
美
津
男
さ
ん
)

に
恋
ま
れ
、
闘
児
九
十
人
は
父
母
等

が
見
守
る
中
、
か
け
っ
こ
外
三
十
種

目

に

わ

た

に

に

汗

を

か

き

な

• • 
青年代表が知事メッセージを読み上ける

こ
の
日
は
き
わ
や
か
な
風
が
吹
〈

赴
好
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
。
泣
く

か
ら
多
数
駆
け
つ
け
た
父
母
も
、
久

し
ぶ
り
に
見
る
わ
が
子
の
元
気
よ
り

に
満
足
そ
、
フ
で
し
た
。

運
動
会
は
、
今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
を
受
け
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
二
十
三
種
の
各
競
技
に
熱
戦
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
人
間
戦
車
で
は
、
前
が
見

え
な
い
た
め
コ

l
ス
か
ら
外
れ
ぶ
つ

か
り
合

っ
た
り
、
よ
ろ
け
ち
ゃ
ダ
メ

よ
で
は
、
パ

ソ
ー
を
中
心
に
十
固
ま

わ
り
、

日
が
ま
わ

っ
て
転
ん
だ
り
、

其
す
ぐ
走
れ
ず
よ
ろ
け
て
、
爆
笑
を

か
う
な
ど
、
笑
い
と
感
動
の
楽
し
い

運
動
会
で
し
た
。

〕B
 

〔

雨の中、 1頭 1頭厳格な審査が行なわれ
ていました

。
馬
町
部

広
光
さ
ん
)

龍
姫
(
高
美
町

・
杉
林

が
ら
、
元
気
い

っ
ぱ
い
走
り
、
闘
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
た
ち

も
綱
引
き
な
ど
に
、
子
供
た
ち
の
大

声
援
を
受
け
な
が
ら
ハ

y
ス
ル
し
て

お
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
推
進

ゲ

l
ト
ボ

l
ル
大
会

を

開

催
H
H

一

ひ

高
齢
者
向
交
通
事
故
被
害
絶
滅
と

交
通
安
全
芯
織
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
交
通
安
全
啓
発
ゲ
ト

ボ
ル
大
会
が
七
月
九
日
、
健
民
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
十
五
J
八
十
七
名

が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い

ま
し
た
。

成
績
は
、

種
川
清
流
会
が
優
勝
し

コートいっぱいに熱戦を〈リ広げτいました

〕9
 

〔



パネラーの提言(話題提供)を熱心に聴き入る

参加者たち

汗
年
会
議

(会
長
河
村
附

雅
さ
し
で
は
、
本
町
で
閲
似

さ
れ
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
考
え
、
背
年
が
イ
ベ
ン

ト
を
過
し
た
町
づ
く
り
に
ど

の
よ
う
に
か
か
わ
る
べ
き
か

を
考
え
る
寸
今
金
町
イ
ベ
ン

ト
サ
ミ
y
ト
し
を
六
月
二
十

八
日
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の

日
参
加
し
た
の
は
町

内
各
職
場
内
若
手
mマ

女

四

十
名
と
パ
ネ
ラ
!
と
し
て
前

背
年
会
機
会
長
水
野
進
氏
、

イ
ベ
ン
ト
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

今
金
八
附
判
社
日
同
大
谷
長
川
氏
、

観
光
協
会
長
伴
泊
雄
氏
の
三
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

サ
ミ
y
ト
は
、

三
名
の
パ
ネ
ラ
ー

の
提
言

(問
題
提
供
)
か
ら
始
ま
り
、

四
つ
の
分
科
会
に
別
れ
.
活
発
な
討

論
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

目
的
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
、

マ
ン
ネ
リ
化
な
ど
、
曲
が
り
角
に
き

て
い
る
今
金
町
の
イ
ベ

ン
ト
を
総
本

的
に
見
直
し
を
し
た
り
、

考
え
る
の

に
時
貨
を
得
た
開
催
に
な

っ
た
よ
ヲ

で
す
。

主な意見 ・提言は次のとお り

o産業まつり(ょいとこまつり)

河川敷で町1)削m，車和感がない よかった。

千人お どり、仮差主力 的復活を。浴衣を購入、

制り の緋刊する機会を設けては

・地元町人、 f，t~~者が楽しむのかはっき りしない。
・商コこ会、脱協がメ ンになって、 初心に戻っ

て結果 を与えずに思いっき りやってみては

0軌まつり

・外にも内に bオ プンに、他町内人も気軽に

参加できるように

もっと子供に楽しんでもらう目的てeゃったら

国道的使)TJは将来的に悶雌性、参道内片側利

JTlh考えては

O 官 まつり

lilWlIlI1に立派なものを造るようになった。

。あまリ巧えない方が、干itよりの良さがある。

子供や一般的人が参加できる雪合戦などもや

っては

O全体

目{内A!:;;'&ヵ<，、 y キリしない園

共同体-'i，'fッjすれば苛ヅ;するだけの価値感。

あまり会~1U って L、いまのをむ っと充実させ

たら

参加 LたいJ'，い人がもっといる。 仲間に入れ

る体制づく りの必要性.

・イベントを通Lて人のつながり、いろんな職

2島町人が即ut!.知りになる。

今金町1'1j本がどう哲う方向に進んでいくのか

~Iえ てこない.
イベ J ト披れ企画、実施、毎年同じ人がもっ

とサーク Jレ、仲li¥lづく りを。

今金町出身で活 ~'/rl し ている人を讃える jm Lを

今金、これが一帯をつくっ たら

3i者. 干供に魅力あるイ ベン トを
※イ ベン トは大いにやってみて、率直に反省し合

って いっそう工夫を縫らしてこそ、本当に良

いものに有って行〈 。将来に向けて、お互いの

手で各々伝統のある立派なイベントをつくりあ

げたいむのです。

• 

司
副
画
面
目出
圏

そ
れ
か
ら
、
ち
が
う
お
じ
さ
ん
に
、

建
物
の
中
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
.

二
階
も
み
に
い
き
ま
し
「
も

会
ぎ
室
に

は
、
い

っ
ぱ
い
の
写
真
が
な
ら
ん
で

い
ま
し
た
。
お
じ
さ
ん
が

「
こ
の
人

た
ち
し

っ
て
る
か
い
」
と
き
き
ま
し

た
。
知
っ
て
る
人
も
い
る
と
い
う
人

も
い
ま
し
た
。
地
球
ぎ
型
の
消
火
器

が
あ
り
ま
し
た
。

係
の
人
が
仕
事
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
も
い
き
ま
し
た
。
係
は
し
ょ
む

係
、
予
防
係
、
け
い
防
係
が
あ
り
ま

「
地
元
へ
の
秘
職
希
望
が
か
な
い

一

ま
し
た
。
仕
事
や
社
会
活
動
を
過
し

一

様
々
な
人
た
ち
と
ふ
れ
合
い
、
自
分

一

下
種
川
小
岩
妙
子
さ
ん
刊
を
育
て
、
少
し
で
も
社
会
の
お
役
に

日

今
春
、
地
元
円
高
校
を
卒
業
し
て
、
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地

問一
今
金
商
工
会
に
勤
め
ま
し
た
。

域
お
こ
し
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的

閣

に

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

直

ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

唾

妙

子
さ
ん
は
樋
川
で
牒
世
間
を
悩
む
町

喧
a
F

同
国
さ
ん
の
凶
姉
妹
の
次
女
で
す
。
趣
味

岬

は
料
理

(お
山
晶
子
作
り
等
)
で
、
ス

沼田
e

f
l
y
は
陸
上
町
長
距
離
と
い
う、

-
4

頑
張
り
屈
さ
ん
で
す
.
笑
顔
が
か
わ

い
い
明
る
い
娘
き
ん
で
す
。

消

防

見

学今
金
小
四
年

田
中
掌
手
さん

今
回
、
今
金
消
防
署
に
い
き
ま
し

た
。
は
じ
め
に
き
ゅ
う
急
車
を
見
ま

し
た
.
中
も
み
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
は
中
を
見
て
、

「す
ご
い
な
あ

l
」

④ 

地
域
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
に
も

積
極
的
に
参
加
し
た
い

• 
す
。
下
に
お
り
て
い
く
と
、
別
な
お

じ
さ
ん
が
、
消
防
車
を
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
平
に
の
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
物
が
単
に
つ

い
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
ち
が
う
平
に
の
ろ
う
と
し

た
け
れ
ど
や
め
ま
し
た
。
お
じ
さ
ん

が
、
ほ
ん
と
う
に
火
を
消
す
ま
ね
を

し
て
み
ん
な
に
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ー
み
ん
な
の
広
場
L

は
、
町
民

的
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

お

金

が

た

ま

る

家

庭

五
つ
の
条
件

-
家
族
聞
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l
y
ョ
ン

が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
こ
と

金
融
機
関
の
利
用
の
仕
方
が
う
ま

い
こ
と

・
生
活
設
討
を
数
字
で
と
ら
え
て
い

る
こ
と

・
他
の
い
い
家
庭
に
学
ん
で
い
る
こ

と家
庭
が
活
性
化
し
て
い
る
こ
と

援
や
は
り
お
金
は
生
活
設
計
が
し

っ

か
り
し
て
い
て
、
家
庭
円
満
な
と
こ

ろ
に
集
ま
る
よ
う
で
す
ね
.

ふ
る
さ
と
を
知
ろ
う
/

地
層
観
察
と
貝
化
石
採
集

〕B
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〔

自
分
た
ち
の
町
内
生
い
立
ち
、
環

境
の
移
り
変
わ
り
を
勉
強
し
よ
う
と
、

七
月
六
日
午
後
か
ら
町
教
委
主
催
の

生
涯
学
習
寸
ふ
る
さ
と
を
知
ろ
う
1

地
府
観
察
と
貝
化
石
探
柴
」
の
問
一
肢

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
の
は
小
学
一

年

生
を
は
じ
め
、
高
校
生

・
主
婦

七

十
八
成
の
お
年
榊
り
な
ど
二
十
間
人

が
参
加
、
講
師
向
能
隙
歩
輪
山
北
日

教
諭
の
ほ
か
英
利
河
海
牛
化
石
別
査

研
究
会
も
協
力
し
て
、
4
1

ば
つ
で
す

• • 

今
村
由
井
子

辻

利別俳句会v

白t単2人E鍋主万:eIbl隠m
上E身主影存づ緑2よS 芝邑
布蜘のもるの〈りや

背e薬T見l'の谷E虹E歩t
Tf 1味みえ岩:;が輪ねき
子たず野校生ぅ放2初そ
っつ漁f越 ご み ち む
きぷ村iしだて児こ
りりのに す子乏の

と冷草互主夏主沌たらよ
古こ 奴2深主的ーし一帰支〈
稀， 一む海2よるこ
迎E きろ
」、 u'

知
子

句

芳
賀
あ
き
え

大
谷

長
暗

戸

沢

慶

秋

藤
田
喜
枝
子

斉
藤

み
ち

「一一.3兎弘偽ヴ令袋勧のW戸イドル一一……e一一

i附 詰私弘 圃.蘭畠宇胡劃;
平成 2'牟手 5月lは3日生まれ....'" 潮副 i

i 大柑畑和糊町橘附徹僻さん柵節肝子さ山んMの長駄女 固 ...幽-圃.圃.‘
晶画Eご"冒l 咽相・・I! [親から1 ・_r"冒 咽~-・ ?

iHまるーのi¥lii..t;，ゃん、ぉ E 仔 b・i
外が大好きで、いつも憐のワンワンと ・・・・・~ .. ・・・・・・ 1

1遊んでいます. これからも元気いっぱ ----、... T 司司 l
l いやさしい気持の子に育 ってほしいと ， 可 ..  ~ I i 
!思い ます む r~ • ノド Ii 

iEF4KL一 一円di 
i ... 欄噌. .! ...大場諺去、 i 
1・P-!IW 、 ・. .....平成 2年 7月14日生まれ)叩 i 
i・_:..~. .圃・副 本町大場倫夫さん亨子さんの長女 1 
1・・・.. r..I・・・・ I親から
1・・・・a 司 a・・・. 絵本を見てはポイ ''/kにオモチャで遊 !

1 ・・・~'" "，"司圃んではポイ'ち らかし放題で後片付け l!-- 、・圃 に大変な毎日ですが、このままおおら l
1.. ・ ヵに紫直にそして酬中
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言
、智
弘
せ
ザ

八
月
の
納
税
は

町

道

民

税

第

二
期

・
国
民
健
康
保
険
税

第

二
期

各
種
税
金
の
支
払
い
は

H

口
座
振

替
'
が
便
利
で
す
。
活
用
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

〈

税
務
謀
徴
収
係
〉

平

成
三
年
度
町
村
職
員

の
採
用
試
験
巳
つ
い
て

平
成
三
年
度
町
村
職
員
採
用
試
験

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
い

局
M
M

一
、
交
付
期
間

平
成
三
年
八
月
十

五
日
倒
i
三
十

一
日

ω

二
、
試
験
日
平
成
三
年
九
月
二
十

機診を受けて明るい健康づくり

(町福祉課衛生師、 国保係)

8月みんな

‘ある日のあなた。写真 をさ Lあげます

一一
日
同

三
、
採
用
予
定

(今
金
町
)

上
級
職

一
名

初

級

職

一
名

山崎
受
付
、
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は

総
務
部
総
務
係

へ
〈総
務
謀
総
務
係
v

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場

の
休
業
の
お
知
ら
せ

八
月
二
十
三
日
ω

1
同
二
十
八
日

附
ま
で
の
六
円
問
、
ボ
イ
ラ
ー
披
備

山
ー検
の
た
め
休
業
い
た
し
ま
す
。

ご
不
艇
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈町
民
福
祉
課
衛
生
係
〉

献
血
の
お
知
ら
せ

八
月
二
十
三
日
は
献
胤
の
円
ち
す
。

採
血
円
前
に
は
必
ず
医
師
が
診
祭
い

た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

己邑刊

一
、
役
場
前

9

∞l
M

∞

二
、
成
協
櫛

H

日
i
M

∞

〈町
民
福
祉
課
衛
生
係
〉

美
利
河
ダ
ム

か
ら
の
お
願
い

。
英
利
河
ダ
ム
は
工
事
則
川
中
で
す
。

立
入
り
然
止
区
域
に
は
、
危
険
志

の
で
入
ら
な
い

で
下
さ
い
。• • 

一一同
也
ん
直
径
耐
会
盗
金

f
プ
ん
三
次
郎
役
欄
州
場
郎
庖
応
副
都
池
子
台

aJチ
辺
浩
子
慮
プ
圏
一
直
子
エ
雄
エ
信
子
底
ヌ
司
果
嵯
信
筏
会
開
会
作
子
会
一

一え
炎

ー!

さ

寸

品

者

+

A

y

g

十

組

片

手

ズ

一

支

一

抽

出

さ

t千
七

"

子

g
u

k

z

石

人

ヤ

商

負

金

銅

E

H

且

〈

集

地

担

3
趨

FEバ
一
日
春

2
2誌
に
尚

一
角
材
智

nu煽
絹

正

幽

FU守
俊

カ

ザ

8
7

信

キ

m
H
M
r
u
m湖
沼
唄
村
山
首
位
業
主
管

邸

M
m
t
M裂

t

材

会

話

協

ポ

i
j

・

慣

れ

イ

子

A

V

U

野

方

行

G

S

3

の

E
U村
川
川
金
工

Z引
川
中

t
山

5
4ス
メ

m町
上

聞

百

五

月

附

ハ

品

医

J
J向
山

A
岡
崎
山
師
山
内
一
一
山

E

制

金

闘

ふ

別

々

品

工

，

A
航

路

側

多

金

金

'

忽

，

a崎

M
W
丘

金

岬

A
，M
棚

A
v
m
小
葬
今
加
佐
え
今
A
v
川
村
外
今
日
怯
他
例
中
制

y
古
今
水
多
叩
今
児
K

A
，
常
山
腕
百
石
安
企
尽
伊
み
踊
場
処
局
制
杉
嘱
北
瓜
山
田
博
自
竹
今
此
厳
忠

:

ー

ー

り

胎

百

プ

H
E
4噌
鶴

館

a川

D
m
n
一
俺
仲
十
九
去
使
命
附
均
民
唐
臨
十
郎
司
キ
俊
郎
ノ

一
夫
え
尉
子
子
子
イ
設
結
線
た
様
々
宝
陪
制
姻
範
明
町
子
空

l
u
一
ラ

ま

i

i

よ

刷、

一
)

太

、

喰

川

百

建

物

1
i
と

太

侭

L

4
山

一均一日

一信

子

勝

正

E
F貯
必

守

ツ

剖

孝

小

工

J
日

γ
F
Jト
文
嘆
笑
久
願
繍
…

7

九
f
紀

食

商

ク

空

知

栄

町

t

A
Z
社
い
一

h円

山

崎

島

a

u

-

小

銃

主

n

'
鑑

賞

附

議

閉
じ
こ
町
山
間
下
川
組
側

、，

F
b鈎
摘

M
h
戸
勝
因
永
区
内
量
本

HEX-
-
a
Mク
日

純

一一

E
Z回
国

2一磁
折
内

kahへ喜
岡

下

カ
柚

舟
一一ウ

一

園

町

町

川
門

地

ク

γ

J

丘

重

悩

A'

わ
助

監
と

一
山

邸

盆

'

e

&

q

h

r

代

ナ

止

、が

一
愉

乙

今

恥

丘

凶

ナ

ノ

ナ

令
f
陥
り

ば
健
此
岡
山

a餓
〈
合
〈

K
川
傾
向
卿
脳
同
夜
多
M

町油開
盲

』

H
F
'
k
r
u
ス

包

ス

神
ヒ
伊
伊
佐
山
市
太
絹

6

・Ra外
直
竹
山
千
博
中
ス
包
何
三
今
総
省
令

問
団

学
あ

ア

ド
I
ll
i
-
-ー
し
い
1

4

1

1

1

1

1
1
1

M
R
m
附

朗

附

防
均
三
別

屠

予

断

品

字
引時

限

心

雌

忠

盛

郎

省

一

一

徳
相
官
ル

F

松

一
伐

男

噌

帽

子

己

健

保

子

リ

予

命

子

り

0
2
の
叫

，A
2
uE
E

M

l

m
常

ヰ
ヰ

角

こ

崎

川

I
H
i

ド

お

も
全

会

dq
ur

一

常

ス

-
ぷ

品

川

茂

食

F
U川
市
再
現
実

一

白

展

段

岬

正

ハ

岬

繭

夜

倍

腸

孝

歌

敏

明

粉

郎

、

“

決

良

相

か

-

d

設

育

一

令

後

保

I

一〉
辻
〉
才
〉
イ
尚
同
体
〉
略
〉
次
帥門
川
也
飯
藤
崎
〉
ホ
〉
川
町
闘
〉
多
〉
Am
〉
丸
〉
藤
嶋
舟
偏
水
〉
島
崎
隠
削
船
睡
眠
〉
嶋
野
〉
山
図
川
村
図
面
附
木

師

晴

晴

ョ

布

市

や

医

町

町

コ

緑

町

町

町

線

町
一

即

町

町

山

両

川

刷

れ

岬

闘

い

館

却

酬

ヰ

調

剛

n
唱

軒

諸

U

M

糊

費

刊

一

↑〈
大
〈
独
〈
本
宮
片
小
〈
品
〈
汁
明
石
は
幽
佐
川町
〈
槌
〈
古
〈
陶
〈
葛
〈
石
〈
金
〈
虚
佐
〈
高
出
〈
幡
野
下
勝
〈
柳
〈
筒
L
A
〈
平
辻
山
飽
国
際
組
〈
鈴

口
ダ

ム
か
ら
放
流
す
る
水
を
増
や
す

時
な
ど
は
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
て

注
意
し
ま
す
。
川
の
中
で
遊
ん
で

い
て
も
、
サ
イ
レ
ン
の
音
が
附
こ

え
た
ら
危
険
で
す
か
ら
、
す
ぐ
川

か
ら
離
れ
て
下
さ
い
。

八英
利
河
ダ
ム
包
理
事
務
所
〉

10 

平
成
三
年
度
嘗
察
官
・
婦
人

嘗
察
官
採
用
紙
験
巳
つ
い
て

北
海
道
笹
察
で
は
次
の
要
領
で
笹

山
常
自
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

口
受
験
資
格

A

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

(短

期
大
学
を
除
く
)
を
卒
業
ま
た
は

平
成
四
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込

〕2
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[
 

み
の
人
で
、
昭
和
三
十
九
年
凶
月

一一
日
か
ら
昭
和
四
十
五
年
四
月

一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
女
。

B

上
記
A
以
外
的
人
で
、
昭
和
三

十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十

1 • • 
O
第

一
次
試
験

平
成
三
年
八
月
二
十
五
日
冊

。
採
用
予
定

平
成
四
年
四
月

一
日
以
降

出
詳
細
は
、
今
金
箸
察
官
派
出
所
ま

た
は
北
楠
山
警
察
結
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
.

〈

北
柏
山
枇宮山間以
唱〉

頭
の
検
診
(
M
R
l
)
畳
診
の
す
す
め

人
生
初
年
時
代
を
迎
え
、
人
口
が

年
々
問
齢
化
す
る
に
し
た
が

っ
て

『
が
ん
」
「

心
臓
病
」
「
脳
卒
中
」

の
い
わ
ゆ
る
三
大
成
人
病
で
死
亡
す

る
人
的
割
合
が

ふ
え
、
死
亡
総
数
の

半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
脳
卒
中
は
昭
和
初
年

以
来
、

わ
が
国
の
死
図
的
ト
ッ
プ

に

あ
り
ま
し
た
が
、
日
年
に
が
ん
に
そ

の
座
を
鵡
り
、

ω年
に
は
心
臓
病
に

次
い
で

3
位
に
下
が

っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
か
も
う
脳
卒
中
は
こ
わ
く
な

い
。
と
考
え
る
の
は
早
計
で
す
。
治

療
の
進
歩
に
よ
り
、
脳
卒
中
に
な

っ

て
も
な
く
な
る
率
が
減

っ
た
だ
け
で

人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
、
日
齢
者
向

脳
卒
中
忠
者
の
数
は
必
ず
し
も
減

っ

て
は
い
ま
せ
ん
し
、
高
血
圧
忠
者
が

増
え
て
い
る
た
め
、
H

脳
卒
中
予
備

軍
H

円
増
加
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
脳
卒
中
は
後
遺
症
が
残
る
こ
と

が
多
く

J
H
た
き
り
e

に
な

っ
て
し

東経1401窒「愛指令の塔」設置記念tこ、ク リキ

時計盾力、ら大型丸時計の寄胞があり 、 7月

7日開会員が早朝から設置作業に汗を流 L
ていま Lた

九
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
女
。

O
曇
付
期
間

平
成
三
年
七
月
十
二
日
か
ら
同
八

月
七
日
ま
で
の
問

7月 E目、胃ガン検診のようす

項 自 対象者 実施日 日寺 間 対象地区 実施会場 備 考

生後 受付時間 町 民
① 宇L 児 相 談 l日(柑 全地区 保健指導、健服相談

6、 9ヶ月児 13: 0日-13:30 センター

5日開)

12日開 老人福祉

② 般 相 談 全 住 民 10: 00-15 : 00 全 地区 保健指導、健康相談

19日伺) センタ ー

26日伺)

受付時間 阿T 民 尿検査、 [1日椛検査、歯科指

③ 妊 婦 相 談 妊婦の方 6日同 全地区
12: 45-13: 15 センター 導、保他指導

受付時間 町 民
④ 育 \~ 講 座 生後 3ヶ月児 B日同 全地区 保健指導、育児講座

9: 30-10 : 00 セノタ ー

生 後 4、 7、 受付時間 回T 民 身体計刷、医師診察、歯科

⑤ 手L 児 健 1会 B日開 全地区
[ 0、 12ヶ月児 [2: 30-13: 00 センター 指i事、 栄接指導保健指導

受付時l1ij 町 民
⑥ 無医地区巡回診療 全 住 民 27日Vd 全地区 診療科目控形外科

[4: 30-15: 00 セノタ ー

生後 2ヶ月と25 今 金

⑦ 股 目見 健 診 27日閃 [3: 00-14: 00 全地区 股関節X線搬影
日以上の幼児 保健所

ま
う
ケ

l
ス
も
多
い
の
で
、
家
紋
へ

の
負
担
を
大
き
〈
す
る
病
気
で
す
。

こ
の
よ
う
に
脳
卒
中
は
依
然
と
し

て
が
ん
、
心
臓
病
と
同
様
に

。怖
い

病
気
。
の

一
つ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

脳
卒
中
は
日
常
生
活
に
惚
悲
し
て
発

病
を
防
ぐ
と
共
に
。
前
よ
れ
。
を
見

逃
さ
ず
、
早
期
に
診
断

・
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

町
で
は
、
八
月
二
J
l

日
i
二
十
二

日

・
九
月
二
十
五

i
二
十
七
日
の
日

程
で
頭
の
検
診
を
行
い
ま
す
。

頭
摘
め
ま
い
手
足
の
ま
ひ

・

し
び
れ

・
吐
き
気
等
の
旋
状
の
あ
る

方
、
血
庄
内
向
い
方
、
心
臓
病
的
方
、

何
も
症
状
が
な
い
け
れ
ど
自
身
の
健

康
を
確
認
さ
れ
た

い
方
は
、
町
民
福

祉
課
衛
生
係
で
申
し
込
み
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

受
診
し
て
下
さ
い
。

〈町
民
相
祉
税
保
健
指
導
係
〉

〕3
 

〔
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B月の休日当番匡

2②0057 

8④5011 

8②0221 

E④5321 

岩間医院

平病 院

今金町国保病院

北檎山町国保病院

4日

11日

18日

25日

/;i 
¥ん

。b<t令住民の動態令令。g。

6月末現在

前月対比

7，704人 ( -8) 

3，730人(ー13)

3，974人(十 5) 

2，472世帯(-8) 

人口

男

女

世帯数

&Jおたんじようおめでとう

立野者桑い月 18日(英樹九長女)五メ YE

習いつまでもおしあわせに

}{4 戸室 孝俊さん(南豊受)ニ喜多小百合さん(八幡町)

メ立木 靖九(大和町)=鈴木美幸さん(栄町)

メ小岩清明さん(Eメツ;)=柳 信子九(曙町)

}{;尾崎宜規さん(南町)=大坪郁子九(末広町)

河
川
美
化
促
進

少
年
野
球
大
会
を
開
催

函
館
開
発
建
設
部
で
は
、
河
川
町

美
化
や
河
川
を
犬
切
に
す
る
考
え
方

に
対
す
る
理
解
と
関
心
の
輪
を
ひ
ろ

町

影

シ

前

鈴

町

石

和

汁

唱
5

1

 

大

御

ト

種

八

末

白

ーおくやみもう Lあけ'ます

森野千恵子九 6月28日 61歳

伊藤冨雄さん 7月7日 78歳

町河 寛九 7月8日 76歳

土谷直江九 7月11日 82歳

宮北 均九 7月12日 67歳

細川ちゑのさん 7月17日 77歳

大竹ハスイ九 7月18日 79歳

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

〆し

耐
②

o
j
T番

げ
、
合
わ
せ
て
青
少
年
の
健
全
育
成

を
願
い
、
七
月
十
四
日
、
利
別
健
民

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
二
回
河
川

美
化
促
進
少
年
野
球
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

大
会
で
は
、
北
部
柏
山
三
町
か
ら

六
♂
九
十
四
名
が
参
加
し
て
、
少
年

ら
し
い
元
気
い

っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

成
山
相
は
、
今
金
イ

l
グ
ル
ス
が
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

(14) 

編
一集
一後
一記

マ
先
日
の
新
聞
に

「庁
」
は
旧
字
体

で

「臆
」
と
替
〈
。
も
と
は
「
聴
く
し

と
同
じ
で
あ
る
が
、
寸
聴
く
」
と
区

別
す
る
た
め
に

「臓
」
と
書
い
て
官

庁
の
意
に
用
い
た
。

「
聴
」
は
、
相

手
の
一
百
う
こ
と
を
正
し
く
聞
き
取
り
、

そ
の
様
子
を
見
極
め
て
是
非
善
悪
を

判
断
す
る
こ
と
が
人
民
を
治
め
る
者

の
要
件
と
さ
れ
る
。

と
書
い
て
い
ま

し
た
。
(
枇
レ
町
↑
併
托
い
し
付
録
見
沼
吋
意
味
)

最
近
の
市
町
村
広
報
紙
の
中
に
「

広
聴
広
報
係
」
を
使
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
が
、
や
っ
と
自
分
に
も
分
か
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
き
ん
に
い
ろ

ん
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
。
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
。
づ
く
り

を
目
標
に
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


